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静岡市と静岡商工会議所による、 

インターナショナルスクール開設に向けた「支援チーム」の設置 

 

１ 要 旨  

  静岡商工会議所からインターナショナルスクール誘致に関する要望が出されたことを

受け、市と静岡商工会議所は、海外事業や外国人材の確保に対して知見のある方々で構成

する「静岡市インターナショナルスクール誘致推進協議会（以下、「協議会」という。）」

を設置し、誘致に向けた実現可能性について、協議を行ってきました。 

  協議会において、インターナショナルスクールは、地域産業を支える人材の供給（経済

的側面）や学びの選択肢を広げる（教育的側面）といったメリットが確認されました。 

また、同時に実施したサウンディング型市場調査では、参入意欲をもつ民間事業者が複

数確認され、誘致可能性がある一方で、誘致に向けた、一団の土地の確保といった、具体

的課題も挙げられました。 

  そこで、市と静岡商工会議所は、インターナショナルスクールの開設の実現に向け、本

日（５月１０日）、それぞれに、支援チームを設置しました。 

  支援チームは、インターナショナルスクールの開設に向けた企業・関係団体等の具体的

な動きや課題に対して、相談や課題解決支援などの下支えをしていきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経 緯  

  令和５年１１月２８日に、静岡商工会議所の岸田会頭から市長に「雇用の多国籍化・高

度外国人材登用に係るインターナショナルスクール誘致に関する要望」が出されました。

これを受け、本市におけるインターナショナルスクール誘致の考え方を整理し、その誘致

に向けた方針を検討するため、市と静岡商工会議所の連携の下、誘致の推進に向けた協議

会を設置しました。 
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 第１回・第２回協議会において、以下の内容について、協議を行いました。 

① 第１回協議会（令和６年３月６日） 

インターナショナルスクールについて、共通理解を図りました。 

インターナショナルスクール誘致における本市の優位性や、市場性や需要、課題を

把握するためのサウンディング型市場調査を実施することを確認しました。 

② 第２回協議会（令和６年５月８日） 

サウンディング型市場調査の結果、インターナショナルスクールの運営及び経営に、

参入意欲を示す民間事業者が複数存在し、誘致可能性がある一方で、一団の土地の確

保に向けた支援や、就学義務の取扱いに対する整理が必要であることを共有しました。 

   

市と静岡商工会議所は、インターナショナルスクール開設に向けて、引き続き、連携し

ていくとともに、民間事業者の参入が進むよう下支えするべく、開設に向けた支援チーム

を設置しました。 

 

３ 相談窓口  

  インターナショナルスクール開設に向けた相談窓口は、以下のとおりです。 

企業や関係団体からの相談を幅広く、受け付けていきます。 

  ・静岡市 総合政策局 企画課  

TEL：054-221-1612 MAIL：kikaku@city.shizuoka.lg.jp 

   ・静岡商工会議所 清水事務所 産業振興部 

   TEL：054-353-3401 MAIL：info@shizuoka-cci.or.jp 

 

 

 

担当：企画課(054-221-1612) 


